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広報もとみや　平成20年12月

　

10
月
26
日
に
白
沢
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
社
団
法

人
本
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員
１

２
８
名
（
委
任
状
含
む
）
と
、

佐
藤
市
長
、
高
松
議
長
が
来
賓

と
し
て
出
席
。
佐
藤
市
長
は

「
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
時
代

の
大
き
な
変
化
の
時
。
経
験
と

能
力
を
活
か
し
て
お
客
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
根
本
守
理
事
長

か
ら
「
社
団
法
人
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
法
人
格
の
取
得
と
国

の
施
策
と
の
接
合
を
果
た
し
、

事
業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
」
こ

と
が
説
明
さ
れ
、
福
祉
・
環
境

保
全
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
密
着

型
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

社
団
法
人

本
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
総
会
開
催
さ
れ
る

▲設立総会で趣意説明する根本守理事長

【役　員】※敬称略
　［理 事 長］　根本　　守（高木）
　［副理事長］　国分　治寿（白岩）
　［常務理事］　渡辺テル子（稲沢）
　［理　　事］　桑原　政男（本宮）、渡辺　国男（本宮）、菅野　昇次
　　　　　　　（仁井田）、菊地　正光（和田）、国分　幹夫（糠沢）
　［監　　事］　久間木俊二（仁井田）、菊地　次雄（松沢）
　◆問い合わせ先
　　　本宮字太郎丸112－３
　　　（社）本宮市シルバー人材センター（☎34－5226）

▲答申書を市長に手渡す遠藤達男会長（中央）と鈴木權副会長（左）

◆問い合わせ先
　政策推進課　政策推進係（☎内線224）

本宮市総合計画の答申が
なされました

　９月17日に市役所で本宮市総合計画審議会が開催さ
れ、遠藤達男会長および鈴木權副会長より「本宮市総
合計画について（答申）」が市長に手渡されました。
　平成19年12月に発足した審議会は、市が提案した
「水と緑と心が結びあう未来に輝くまち　もとみや」
を市の将来像とする「本宮市第１次総合計画（案）」
について、様々な視点から検討が加えられ、計５回の
会議を通じて慎重な審議がなされてきました。
　市では答申を当計画（案）に反映させ、市議会12月
定例会に提案します。
　※「会議資料」・「議事録」・「本宮市総合計画について（答申）」の
　　詳細は、市のホームページをご覧ください。

　

地
震
大
国
と
言
わ
れ
る
日

本
。
近
年
、
特
に
地
震
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
以

降
、
今
年
６
月
に
発
生
し
た

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
を

含
め
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

が
国
内
で
は
10
回
を
数
え
、
震

災
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
年
５
月
に
発
生
し
た
中

国
の
四
川
大
地
震
で
は
、
学
校

校
舎
約
６
千
９
百
棟
が
倒
壊
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
国
で
は
平

成
22
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と

し
て
、
教
育
施
設
耐
震
化
補
助

率
の
引
き
上
げ
を
制
度
化
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
３
年
間
と
い

う
短
い
期
間
、
危
険
性
が
高
い

建
物
に
限
定
と
い
う
内
容
で

は
、
す
べ
て
の
教
育
施
設
の
耐

震
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
国
に
対
し
、
制
度

の
見
直
し
を
強
く
要
望
し
て
い

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⑸

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

耐
震
化
対
策
は
、
昭
和
56
年

以
前
に
建
築
さ
れ
た
施
設
が
対

象
で
、
耐
震
基
準
を
下
回
っ
た

場
合
に
補
強
工
事
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
将
来
の
本
宮
市

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
安
全

で
安
心
な
学
習
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
ま
ず
小
中
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
所
の
耐
震
診
断
を

平
成
20
～
21
年
度
の
２
年
間
で

実
施
し
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21

年
度
は
、
岩
根
小
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
も
実
施
す
る
考

え
で
す
。

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
市
政
の
基
本
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
あ
る
程
度
の

期
間
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公

共
施
設
の
耐
震
性
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

▲外観イメージ図

「（仮称）複合施設」着工へ

　

福
島
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
飯
坂
温
泉
病
院
本
宮
診

療
所
の
跡
地
に
「（
仮
称
）
複

合
施
設
」
の
建
設
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
11
月
に
策
定
さ
れ

た
本
宮
診
療
所
廃
止
対
策
「
複

合
施
設
整
備
基
本
構
想
」
に
基

づ
き
、
健
康
増
進
機
能
、
高
齢

者
多
世
代
交
流
機
能
、
子
育
て

支
援
機
能
の
３
つ
の
機
能
を

持
っ
た
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
成
19
年
９

月
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
設
計
業
者
の
選
定
を
行

い
、
職
員
に
よ
る
検
討
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
市
民
の
皆
さ
ん

に
意
見
を
い
た
だ
く
場
）
開
催

や
議
会
議
員
と
の
協
議
を
行

い
、
こ
の
度
着
工
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

完
成
は
、
来
年
の
10
月
の
予

定
で
す
。

施設の概要は次のとおりです。

①健康増進部門
　　一層の健康増進を図るため総合健診・各種検診・講演会・
生活習慣病に対する予防事業・調理実習などを行う保健衛
生事業の拠点となります。

②子育て支援部門
　　親子の自由な居場所提供（子育て中の親同士の情報交
換・交流ができる場、仲間づくりの場の提供）・子育て支
援に関する事業・子育て等に関する各種相談等を行います。

③多世代交流部門
　　サロン的場の提供（いつでも気軽に集い、高齢者と施設
利用者が交流できる場）・多世代交流事業（高齢者の豊か
な経験や知識を子どもや保護者に伝え支援する事業等）を
行います。

福島県統計協会
名誉会長表彰

安斎　孝雄 さん

（福島県知事表彰）

青木　春夫 さん

　

11
月
７
日
に
福
島
市
で
行
わ

れ
た
福
島
県
統
計
功
労
表
彰
式

で
福
島
県
知
事
表
彰
（
統
計
功

労
者
）
に
青
木
春
男
さ
ん
（
仁

井
田
字
村
山
）、
福
島
県
統
計

協
会
名
誉
会
長
表
彰
に
安
斎
孝

雄
さ
ん
（
本
宮
字
関
根
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
統
計
調
査
な
ど
に
長
年
に

わ
た
り
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績

に
よ
る
も
の
で
す
。

統計調査員に
福島県統計功労等表彰

◆問い合わせ先　高齢福祉課（☎内線118）
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